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１．支援制度の趣旨
地域住民の生活に不可欠な既存バス路線の維持確保を目的に、路線バス事

業者に対して、補助金を交付するもの
２．支援対象路線・系統（要綱上の規定）

申請のあった路線・系統のうち、以下に該当し、市長が当該路線・系統の
維持確保が必要と認めたもの。
①生活地から最寄りの鉄軌道駅への需要（鉄軌道の駅等に接続する路線バ
スへの需要含む）又は総合病院等医療機関、学校等の公共施設及び商業
施設等の生活基盤への需要を満たす

②当該路線・系統の運送等収入では維持・確保が困難であり、今後、廃止
や大幅な減便等が危惧される

③輸送量が１５人以上及び運行回数が原則10回以上である
④当該路線・系統の廃止等により公共交通不便地域が拡大するなど、市民
生活への大きな影響があると認められる

⑤上記の他、市長が特別に必要と認めたもの
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１．生活交通バス路線維持確保補助金について
京成：八千代台線

（八千代台駅～花島公園～いきいきプラザ）

シーサイド 10路線
（花島公園～ZOZO）

京成：検見川線
（新検見川駅～いきいきプラザ

～草野車庫）

京成：こてはし台団地線
（勝田台駅～こてはし団地）

内陸：み春野線
（み春野～勝田台）

内陸：横戸線
（勝田台駅～草野車庫～スポーツ

センター駅）

内陸：寺山線
（西千葉駅～ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ千葉～みつわ台車庫）

内陸：西千葉線
（千葉駅北口～西千葉駅～千葉駅東口）

シティ 4路線
（稲毛駅～千葉駅北口）

小湊：大巌寺線
（千葉駅～淑徳大学）

小湊 2路線
（千葉駅～浜野・浜野駅東口）

小湊
（鎌取駅～ｲｵﾝﾀｳﾝおゆみ野）

フラワー：千葉特急線
（千葉駅～成東車庫）

小湊
（千葉駅～ｲｵﾝﾀｳﾝおゆみ野）

京成：あやめ台団地線
（稲毛駅～草野車庫～ここてはし団地）

京成：新都心回遊線
（京成幕張駅～海浜幕張）

中央：土気工業団地線
（土気駅北口～大野台中央公園）

中央：あすみが丘A線
（土気駅南口～大椎町南）

中央：あすみが丘B線
（土気駅南口～大椎町南）

中央：あすみが丘東線
（土気駅南口～ﾌﾞﾗﾝﾆｭｰﾓｰﾙ）

バス事業者10社のうち7社から申請あり

この路線に対し申請を受け付け、支援する
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〇地域公共交通部会（12/23実施）での意見

・赤字路線支援は、事業改善への動機づけにはならないことに留意すべき。

・支援金の用途を事業者にヒアリングし、効果が出ているかしっかりと

確認すること。

・支援効果を検証する際、総額でなく固定費（管理費等）と変動費（ガ

ソリン代などの運行経緯費等）に分けて検証する必要がある。

＜方向性＞

・今年度は主に申請のあった路線への支援を実施

・次年度以降は、復便や路線維持のために隣接路線を含め、見直しをす

る路線への支援に改正することを検討

１．生活交通バス路線維持確保補助金について
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２．市内バス路線（２２５系統）の見える化について
市内公共交通ネットワーク現況
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２．市内バス路線（２２５系統）の見える化について
分析結果及び他都市の事例

出典：都市構造可視化計画 https://v4.mieruka.city/gtfs/

データ項目 バス

基礎情報

系統数 225

1日当たり全運行距離（ｋｍ） 50,514

停留所数 1,211

路線特徴別

駅に取り入れしていない路線 31

同一経路ピストン路線数（非循環路線） 221

うち、駅に乗入していない路線 31

循環式の路線（駅乗入の別は問わず） 4

うち、同一駅間循環路線数 4

モノレール駅接続路線数 94

路線重要度

1系統当たりの沿線施設数の平均 33

1便当たりの平均利用者数 17

生産性

収支率（プラス路線）数 82

運行距離1キロ当たりの輸送収入 515.87

運行距離1キロ当たりの平均利用者数 4

＜事例＞
市内の路線バス分析結果
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• 鉄軌道駅
• バス停周辺の生活関連施設数
（病院、診療所、高齢者施設、大規模商業施設、スーパー等から

３００ｍ以内にある施設）

市内路線バス（２２５系統）について、運輸局報告系統別実績報告から
運行状況や、沿道施設数等のポテンシャルなど４つの視点で評価

①基礎的情報

③生産性
• 運行便数
• 実走行距離
• １便あたりの平均利用者数

②沿線住民の生活への重要度

• 起点、終点
• 駅前広場の有無

• バス停数

• 想定運賃収入
• 収支率

④見直しの視点
• 他社との重複運行区間の有無
（他の路線と重複していない区間の距離をバス停数に置き換え指標化）
• 廃止の影響の有無（支え合い交通への移行等）

２．市内バス路線（２２５系統）の見える化について
  評価項目
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２．市内バス路線（２２５系統）の見える化について
評価結果（イメージ図）

Bグループ（公的支援の対象）
運賃収入だけで路線維持が難しい路線
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＜市内全系統に対しての支援路線の考え方＞

Aグループ（公的支援は必要ない）
生産性が高い路線が多い

Cグループ（公的支援の対象）
減便など運行効率化や見直しが必要
となる路線が多い

・乗合バス事業は、総括原価方式を用いており、採算の取
れる路線（Aグループ）で不採算路線（BやCグループ）
を補い、維持

・支援はB及びCグループを対象とするが、支援制度の建付
け上（支援を受けた路線は減便できない）、事業者から
の申請路線の多くはBグループの路線となっている

＜整理の方向性＞
・生活支援（公的支援）はBとCグループを対象に実施
・各社とも路線と現行の交通サービス維持のため、Aグ
ループの収入を原資に、B及びCグループの路線維持に
努める。

・市はBとCの路線維持のために必要な支援を実施
※運転手養成支援など含む
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